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 清水まちなかタウンミーティング 検索

　清水は、海とともに発展してきました。20世紀後半の高度成長期、臨海部に
は鉄鋼業などの工場が立ち並び、港を利用した製材業も活況を呈し、さらには
遠洋漁業の基地として数多くの大型漁船が寄港し、造船業も盛んでした。多彩
な港湾関連産業が栄え、まちは賑

にぎ

わい、活気にあふれていました。
　しかし、時代は移り変わり、我が国の産業構造が大きく変化する中、旧清水市
の経済を支えてきた、いわゆる重厚長大型の諸産業は衰退し、1980年代をピー
クに人口が徐々に減り、今日に至っています。
　21世紀が始まり17年。私は、この30年間の清水をめぐる産業構造の変化に
的確に対応し、かつての「清水のまちなか」の活気を取り戻すことにより、清水全
体を元気にしたいと強く決意しています。戦後の清水経済を支えた港湾工業都
市の礎の上に、観光サービス産業や海洋エネルギー産業などの新産業を創出
し、国内外から人々が訪れる「国際海洋文化都市」の実現を、これから目指すべ
き都市ビジョンに掲げ、新しい清水都心づくりに取り組んでまいります。
　まちなかの活気を取り戻すための都市戦略の基本方針は、次の3つです。
　一つ目は、中心部への生活機能の集積です。
　高齢化が進む社会で住みやすいまちとは、市内に住む誰もが公共交通機関を
使って便利に生活できることだと言われています。そこで、ＪＲ清水駅から静鉄新
清水駅のエリアに市庁舎や文化会館などの公共施設、総合病院などの医療施設、
そして商店、飲食店、ホテルなどを集積させたコンパクトなまちにしてまいります。

～「明日の清水のまちづくり」を考える ～～「明日の清水のまちづくり」を考える ～～「明日の清水のまちづくり」を考える ～
「清水のまちなか」が変わる!
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　二つ目は、世界中から人が集まる魅力に満ちた観光機能の向上です。
　大型クルーズ船が寄港しやすい国際客船ターミナルや、海洋学の
研究機能などを備えた海洋文化拠点を整備するとともに、年間を通じて、まち
全体をひとつの劇場に見立て、まちのあちこちで行われる多彩な催しやイベント
に参加できる、わくわくドキドキを肌で感じるまちにしてまいります。
　そして三つ目は、地震や津波などの災害に強い防災機能の充実です。
　港町として発展してきた清水は、沿岸部に中心市街地が作られています。江尻
地区から日の出地区のエリアにかけて、県の整備する防潮堤、民間の皆さんの協
力による津波避難ビルを増やし、万一に備えて、住んでいる人はもちろん、訪れ
る人にとっても安心安全に過ごせるまちにしてまいります。
　この広報しずおか特集号は、以上3つの基本方針に沿って、これから取り組む
政策施策をできるだけ分かりやすくまとめたものです。
　私たちは、過ぎてしまった昨日を変えることはできませんが、これから始まる明
日を変えることはできるはずです。先人が残してくれた清水の地域資源を最大
限に活用すれば、ここに暮らす人々が安心し、ここを訪れる人々が満足する世界
水準の「国際海洋文化都市」は必ず実現できると、私は信じています。　
　ぜひ、皆さんにこの特集号に目を通していただき、清水の将来について考え、
たくさんのご意見をお寄せくださることを願っています。
　活気あふれるまちづくりに、ともに一歩一歩進んでいきましょう。

静岡市長　田辺信宏

市長が分かりやすく説明します。清水まちなかタウンミーティングを開催!


